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１.研究の背景 

南太平洋の島嶼国であるマーシャル諸島共和国マジ

ュロ環礁では、近年宅地開発等の人為的土地改変に伴

う海岸侵食が問題となっている。環礁州島とは環状の

サンゴ礁上に低平な州島が形成されたものであり、中

央部には外洋と比べて水深の浅いラグーンが存在して

いる。環礁州島では州島を取り囲むリーフが溺れない

程度の海面上昇のペースは100年で0.4cmだといわれて

いる 1)。一方で IPCC によると 1900 年から 2100 年の間

の海面上昇のペースは、0.09m～0.88m と予測されてお

り 2), 海面上昇によりリーフが水没し侵食が加速するこ

とが考えられ、国土の維持が大きな課題になっている。 

横木ら（2004）はマジュロ環礁ローラ島にて 2004 年

より年次調査を行い SOPAC（太平洋諸島応用地球科学委員会）

が 1997,1998 年に測量を行った測線をレベル測量し侵

食を観測している 3)。また桑原ら(2007)は沿岸域の空間

情報の整備にてローラ島沿岸部標高を砂浜から撮影し

た GPSカメラ画像を判読し、3 区分化を行っている 4)。  
 
2.研究の目的 

資源の少ない島嶼国において自国の資源を用いた海

岸浸食の適応策を適用する際に、作業順序の参考とす

るマップの作成を目指している。海岸侵食等の問題を

抱える島嶼国において、リモートセンシングを用いる

ことにより多大な時間をかけたフィールド調査をせず

に簡便な方法で問題の要因を明らかとし、侵食堆積情

報を基にした対策優先エリア決定式を作成することを

目的としている。 
 
3.使用データの整備 

 本論で使用する画像を表-1 に示す。各年代の画像は、

ERDAS IMAGINEを用いて 2000年撮影の IKONOS画像

を基準として幾何補正を施した。1970 年の航空写真で

は計 73 枚に幾何補正を行った(RMS エラー平均 0.10 ピ

クセル未満)。1983 年の航空写真は欠損部分も多いもの

のローラ島を中心として計 11 枚に幾何補正を行った

(RMS エラー平均 13.0 ピクセル未満)。 

 表-1 使用衛星画像一覧 
 年代 画像種別 分解能(m)

1970 航空写真 0.3
1983 航空写真 0.3
2000 衛星画像 IKONOS 1.0, 4.0
2006 衛星画像 QuickBird 0.6, 2.4

 

 

 
表-2 各年代における植生面積の比較  

年代 分類方法 植生面積(m
2
) 70年比(％) 減少率(％)

2000 教師つき分類

2,256,640 100

1,889,824 84

1,809,024 80

1970 教師なし分類

1983 教師つき分類 -16

-20

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-2 各年代の植生占有率 左より 1970 年,1983 年,2000 年 
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その他植生

構造物

3 地盤高さ 陸域沿岸部 単位はm

4 後背地土地被覆 海岸線～周回道路 海岸線法線方向の緑被率 (%)

5 沿岸植生占有率 海に接した緑地セル 1970年から1983年までの変化率 (%)

6 沿岸植生占有率 海に接した緑地セル 1983年から2000年までの変化率 (%)

1 土地被覆情報 汀線近傍

2 土地被覆情報 陸域沿岸部

表-3 本研究で扱う情報項目 
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4. 植生面積の数値化 

ENVI を用いて各年代の画像に含まれるより植生面積

(m2)を算出した結果、1970年から2000年にかけて約20％

植生が減少したことが明らかとなった(表-2)。 

更に ArcGIS にて 100m×100m サイズのメッシュを作

成し、同メッシュに含まれる植生セルの割合を植生占有

率(%)として算出することで植生量の空間的な変化の数

値化を行った(図-2)。各年代間の 1 セルの植生占有率を

差分により求め沿岸植生占有率(%)として、評価式にお

いて情報 No5,情報 No6 において用いた。 
         

5. 重回帰分析を用いた侵食評価式 

 本論では重回帰分析を用いて浸食評価式を作成した。

重回帰分析は複数の原因と結果との曲線関係を解析す

る際に用いられる統計的手法である。 

目的変数を侵食および堆積とし、横木ら(2004)および

山野ら(2005)において共通して浸食および堆積と示さ

れている海岸線より選定した 4,5)。説明変数においては

表-3 の情報項目を利用する。 

本評価式の特徴は情報 No2 の土地被覆情報のみ現地

調査の写真撮影による判読となるが、その他項目は航

空写真や衛星データから構築できる簡易性である。そ

の他の情報項目である砂浜の有無、緑被率の算出につ

いては桑原ら(2009)における作成方法を基にしている 6)。

全ての数値は正の相関が出ることが望ましいよう数値

を設定し、情報項目毎において単位が異なるために標

準化を施したのちに計算を行った。全体評価に先立ち、

サンプルエリアとして 20点を抽出して評価式を作成し

た後に、ローラ島全域に評価式を展開した。回帰統計

結果一覧表および評価結果を表-4 および図-3 に示す。      
                             

6. 結論 

 本評価式の重決定 R2 は 0.70 を上回っており当ては

まりのよい式だといえる。目的変数においては、情報

項目 No5 および No6 の各年代間の植生占有率の差の

相関が高くなっており、植生の減少が結果として浸食

を招くことを数値を用いて表現することが出来た。 
 
7. 今後の展望・課題 

 本研究の展望および課題点は以下の 2 点である。 

1)マジュロ環礁内および他の環礁州島において本式の

妥当性の評価を行うこと。 

2)植生の減少は伝統的な土地所有制度の崩壊など社会

的な課題でもあり、政府や首長を交え植生保護のため

の枠組みをつくること。 
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回帰統計
重相関 R 0.850251
重決定 R2 0.722927
補正 R2 0.658987
標準誤差 0.729485
観測数 33

係数

切片 -0.1211

地盤高 (m) -0.3816

砂浜 -0.0296

陸域土地被覆 -0.0194

緑被率2000 (%) 0.3769

沿岸植生占有率 (%)
1970～1983

0.6178

沿岸植生占有率 (%)
1983～2000

0.6872

表-4 回帰統計結果一覧 

■：侵食傾向

   

■：堆積傾向

図-3 評価式展開結果 




